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電気エネルギーシステム専攻
エネルギーデバイス工学講座
マイクロエネルギーデバイス
高周波ナノマグネティクス
グリーンパワーエレクトロニクス
応用電磁エネルギー
ユビキタスエネルギー

電気エネルギーシステム工学講座
応用電気エネルギーシステム
エネルギー貯蔵システム
エネルギー変換システム
先進電磁エネルギー機器
エネルギー生成システム
高密度エネルギー制御
電力ネットワークシステム

先端情報システム工学講座
先端電力工学（東北電力）寄附講座

通信工学専攻
知的通信ネットワーク工学講座
通信システム工学講座
画像情報通信工学、通信情報計測学、通信方式

波動工学講座
電磁波工学、微小光学、光機能計測
音波物理工学

電子工学専攻
超微細電子工学講座
電子制御工学講座
物性工学講座
プラズマ理工学、固体電子工学、電子物理工学

電子システム工学講座
画像電子工学、知的電子回路工学
生体電子工学

基礎情報科学専攻
情報応用数理学講座
情報数理統計学

計算科学講座
計算理論
計算機構論
知能集積システム学

ソフトウェア科学講座
ファームウェア科学
ソフトウェア基礎科学

協力講座
情報セキュリティ論
広域情報処理論

システム情報科学専攻
知能情報科学講座
アルゴリズム論
知能システム科学
情報伝達学

生体システム情報学講座
情報生物学
情報システム評価学

応用情報科学専攻
応用情報技術論講座
物理フラクチュオマティクス論
情報通信技術論

応用生命情報学講座
生命情報システム論
バイオモデリング論

協力・連携講座
情報通信ソフトウェア学
情報ネットワーク論
バイオメディカル情報解析学
健康情報学
複雑系統計科学

医工学専攻
計測・診断医工学講座
生体超音波医工学
医用イメージング
医用光工学
バイオセンシング医工学
ナノバイオ医工学

治療医工学講座
生体電磁波医工学
波動応用ナノ医工学
分子デリバリーシステム
医用材料創生工学

生体機械システム医工学講座
病態ナノシステム医工学

社会医工学講座
神経電子医工学

情報デバイス研究部門
ナノフォトエレクトロニクス
量子光情報工学
固体電子工学、誘電ナノデバイス
物性機能設計、磁性デバイス

ブロードバンド工学研究部門
超高速光通信、応用量子工学
先端ワイヤレス通信工学
情報ストレージシステム
超ブロードバンド信号処理
ブロードバンド通信基盤技術

人間情報システム研究部門
生体電磁情報、先端音情報システム
高次視覚情報システム
ユビキタス通信システム
マルチモーダルコンピューティング

システム・ソフトウェア研究部門
ソフトウェア構成
コンピューティング情報理論
コミュニケーションネットワーク
情報コンテンツ
情報社会構造

ナノ・スピン実験施設
ナノ集積デバイス・プロセス
半導体スピントロニクス
ナノ分子デバイス
ナノスピンメモリ

ブレインウェア実験施設
実世界コンピューティング
知的ナノ集積システム
新概念VLSIシステム

２１世紀情報通信研究開発センター

医工学研究科とは
我が国初の医工学研究科が平成２０年４月
１日をもって東北大学に誕生しました。
医工学は、物理学、化学、生物学を学

術基盤とし、工学と医学／生物学が融合し
た新しい教育・研究の学問領域です。





電気・情報系の卒業生の進路 After Graduate
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震災からの復興状況

本学科卒業生や関連する
大学院修了者には、一流企
業を含む多くの企業から希
望者数を大幅に上回る求人
があります。卒業生は自動
車を含む電気・電子機器、
電力・エネルギー、情報通
信、教育や研究の分野で活
躍しています。

新１号館の建設進む
東日本大震災で被災した電気系１号館は2012年度末
までに解体され、現在新１号館の建設が進んでいます。
新１号館は６階建てで、研究及び教育機能（講義室）
の機能を１棟にまとめた建物となる予定です。

さらにその先へ
多くの企業・団体の皆様のご寄付による
「電気・情報系東日本大震災復興基金」
を元に、震災から復興してさらなる発展を
目指す「創造的復興」のための建物とな
る「復興記念教育研究未来館」の建設を
予定しており、現在計画が進んでいます。

新棟完成予定図
（2014年7月末竣工予定）

解体中の旧１号館
（201２年11月頃）


